
１．JACLiD の概要 
 
（以下の⽂章は、公益社団法⼈全⽇本鍼灸学会 40 周年記念誌（全⽇本鍼灸学会、2022 年）
に掲載された「鍼灸⽂献データベース（JACLiD の設置）の記載内容に変更を加えたもので
す。） 
 
 鍼灸⽂献データベース（Japanese Acupuncture Comprehensive Literature Database、略称 
JACLiD）は、本学会のホームページにおいて利⽤できる鍼灸関連学術論⽂のデータベース
であり、主として⽇本国内の鍼灸研究論⽂の書誌情報を収載しています。 
 
JACLiD 事業の経緯 
 平成 18〜19 年度（2006〜2007）⽂部科学省委託事業（科学技術振興調整費）の⼀環とし
て、鍼灸分野の臨床・教育・研究に寄与することを⽬的に、受託機関である鈴⿅医療科学⼤
学が「鍼灸臨床研究論⽂データベース」を開発・構築しました。このデータベースは平成 20
年（2008）9 ⽉に本学会に「鍼灸医療総合⽂献データベース」として移管・再構築され、平
成 24 年度（2012）に「鍼灸⽂献データベース」（JACLiD、ジャクリッドと読む）と改称さ
れて管理運営されてきました。 
 本学会への移管と再構築は、鈴⿅医療科学⼤学（担当：東郷俊宏）、研究部（部⻑：川喜
⽥健司）の適応症委員会（委員⻑：井上悦⼦、委員：七堂利幸、古屋英治、⾼橋則⼈、⾦⼦
泰久、浦⼭昌⽣、横⼭浩之）、医学中央雑誌刊⾏会（担当：豊⽟速⼈）の尽⼒により達成さ
れました。適応症委員会は、平成 20 年度（2008）よりデータベース委員会（委員⻑：井上
悦⼦、2012〜⾼橋則⼈）に改称・改編され、データベースメンテナンス班（班⻑：⽊村研⼀、
2014〜保坂政嘉）およびエビデンス抽出班（班⻑：⾦⼦泰久）に所属する多くの班員ととも
に、本データベースの管理、コンテンツ充実、啓発などの活動が継続されました。その後、
部の再編を経て、令和 2 年（2020）から臨床情報部（部⻑：⼭下仁）のエビデンス委員会
（委員⻑：⼤川祐世）が管理しています。 
 JACLiD は当初、①国内初の鍼灸関連⽂献の書誌情報を網羅的に収載、および②主要な鍼
灸臨床研究論⽂の評価レポートの掲載を主な役割としていましたが、学会内外からの運営
資⾦の削減、医中誌 Web の⽂献網羅範囲の拡⼤、ボランティア⼈材の不⾜などにより、令
和元年度（2019）から情報更新を中断し、役割と活⽤⽅法の⾒直しが⾏われました。 
 医中誌 Web および Old 医中誌がカバーする鍼灸関連書誌情報量の増加に伴い、鍼灸学術
情報の検索という側⾯での JACLiD の役割は縮⼩しました。それでも医中誌 Web に収載さ
れていない明治時代からの古い論⽂や灰⾊⽂献（通常の商業出版ルートで⼊⼿が困難な⽂
献）の書誌情報を有しているため、JACLiD は近代鍼灸医学史の⽂献探索、および系統的か
つ徹底的な⽂献探索が要求されるシステマティック・レビューおよびメタアナリシスの遂
⾏には有⽤です。 


